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稲
城
市
立
平
尾
小
学
校
な
か
よ
し
学
級
の
皆
さ
ん
の
作
品
で
す
。
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今
夏
も
、
米
軍
多
摩
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
青
年
た
ち
に
よ

る
真
夏
の
音
楽
祭
典
�
稲
城
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
�
を
７
月
下
旬
（
予
定
）

に
開
催
し
ま
す
。
開
催
に
向
け
、
元

気
・
や
る
気
・
活
気
あ
ふ
れ
る
バ
ン

ド
と
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
支
え
る
実
行

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

《
出
演
希
望
バ
ン
ド
》

▽
対
象

①　

歳
以
上
で
市
内
在
住
・
在
勤
・

１８
在
学
の
方
が
中
心
と
な
っ
て
音
楽
活

動
等
を
し
て
い
る
こ
と
。

②
実
行
委
員
会
に
１
名
以
上
必
ず
参

加
で
き
る
こ
と
。

《
実
行
委
員
》

①　

歳
以
上
で
音
楽
ラ
イ
ブ
な
ど
に

１８
興
味
あ
る
方
。

②
企
画
・
開
催
等
に
向
け
協
力
し
て

い
た
だ
け
る
方
。

※
第
一
回
実
行
委
員
会
は
、
５
月　
１４

日　

午
後
２
時
〜
。
出
演
希
望
バ
ン

（土）
ド
の
メ
ン
バ
ー
（
一
名
以
上
）
、
お

よ
び
実
行
委
員
と
し
て
参
加
し
た
い

方
は
必
ず
出
席
し
て
下
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

５
月
７
日　
（土）

▽
申
込
・
問
合
せ　

中
央
公
民
館

第　

回
31稲

城
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

 
出
演
希
望
バ
ン
ド

　
 
お
よ
び

実
行
委
員
募
集　
!!

　

米
軍
多
摩
ヒ
ル
ズ
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

（
多
摩
サ
ー
ビ
ス
補
助
施
設
内
）
の

練
習
場
で
、
ゴ
ル
フ
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
は
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、
初
め
て
の
方
大

歓
迎
で
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
２
年
生

〜
６
年
生

▽
日
程　

Ａ
コ
ー
ス
＝
５
／　

・　

・

１５
２２

　
　

、
Ｂ
コ
ー
ス
＝
６
／
５
・　

・

２９
（日）

１２

１ 

タマキッズ
 こども

ゴルフ教室 
参加者募集

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
節
電
の

対
応
の
た
め
、
文
化
セ
ン
タ
ー
を

は
じ
め
と
す
る
社
会
教
育
関
連
施

設
の
利
用
時
間
を
変
更
し
て
お
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
い
た
だ
く
か
、
各
施
設
に
お
問

合
せ
の
上
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
だ
よ
り
「
ひ
ろ
ば
」

に
掲
載
し
て
い
る
主
催
事
業
や
社

会
教
育
団
体
等
が
実
施
す
る
催
し

物
等
に
つ
き
ま
し
て
も
、
延
期
ま

た
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。 各

種
事
業
に
つ
い
て

社
会
教
育
関
連
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

　稲城市教育委員会では、「市民ひとり１スポーツ」をキャッチフレーズに、さまざまな事業を実施していま

す。市民の皆様の参加をお待ちしております。詳細については、体育課へお問合せください。

内容実施時期（予定）事業名事業分類

知的に障害のある方に運動の機会をもっていただき、スポーツを
通じて交流を図ります。１１月あおぞらスポーツ

スポーツ
教室事業

身体に障害のある方に運動の機会をもっていただき、スポーツを
通じた交流を図ります。６月ふれあいスポーツ

スポーツや遊びに親しむ場を提供し、子どもの体力向上と健全育
成を図ります。

第２土曜日
（８月・１０月を除く）こども自由あそび

稲城市体育協会加盟連盟などに委託して、各種目を楽しみ、健康
増進、体力向上を図ります。

７月～９月
１月～３月卓球教室

４月～８月
９月～２月バドミントン教室

５月～７月
９月～１１月ミニテニス教室

５月～７月弓道教室

７月・８月陸上教室

市内で活動するスポーツ指導者を対象に、指導者としての資質の
向上を図ります。７月指導者講習会指導者

育成事業

スポーツを普及し、市民の健康増進と体力向上を図ります。９月～１月稲城市民体育大会各種大会

中高年者を対象としたストレッチ体操等を実施し、日常の健康増
進・体力向上を図ります。６月・９月いきいき健康体操教室

体力づくり
推進事業

市民の健康・体力づくりを図るとともに、日頃の練習の成果を発
揮する場を提供します。８月市民水泳大会

体力テスト、スポーツ教室、フットサル大会、野球記録会等のイ
ベントを実施します。１０月１０日体育の日スポーツフェア

高齢者の方を対象に、ハイキングを通して自然に親しみながら健
康増進・体力向上を図ります。未定シルバーハイキング

市民の健康・体力づくりを図るとともに、日頃の練習の成果を発
揮する場を提供します。１月市民ロードレース大会

誰でも楽しめるニュースポーツ、サッカー体験、ヴェルディイベ
ント等を実施します。１０月２２日・２３日Ｉのまちいなぎ市民祭

「ファミリースポーツフェスタ」

市内の小学生を対象にゴルフ教室を３日間で１コース実施し、健
康増進・体力向上を図ります。５月～１１月の日曜日キッズゴルフ教室

自然に触れながら、大勢の仲間と歩き、事業への参加を通じて楽
しく健康づくりを図る。１１月ふれあい歩こう会

［主催：稲城市民憲章推進協議会］

その他事業 子ども達の交流の輪を広げるため、各地区体育振興会が合同で開
催し、健全育成を図ります。２月スーパードッジボール大会

［主催：地区体育振興会］

市民が楽しく体力づくりのできるウォーキング事業を実施します。５月・９月いなぎあるくマップウォーキング
［主催：稲城市体育指導委員協議会］

大丸第２公園プールを市民プールとして開設します。７月・８月市民プール開設
体育施設
事業 平尾小学校のプールを地域市民プールとして開設します。７月・８月地域市民プール開設

誰でも気軽にスポーツを楽しめるように、学校体育館を開放します。実施時期は検討中学校体育館個人開放

　

３
月　

日
号
『
ひ
ろ
ば
』
に
掲
載

１５

し
ま
し
た
第　

回
稲
城
市
ス
ポ
ー
ツ

３９

大
会
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
を

考
慮
し
、
開
会
式
及
び
全
競
技
を
中

止
と
い
た
し
ま
し
た
。

▽
問
合
せ　

稲
城
市
体
育
協
会
・
体

育
課 第　

回
３９
稲
城
市
ス
ポ
ー
ツ
大
会

中
止
の
お
知
ら
せ

　

５
月　

日　

開
始
予
定
の
小
学
校

１４

（土）

体
育
館
個
人
開
放
事
業
は
、
東
日
本

大
震
災
の
影
響
に
よ
り
９
月
ま
で
中

止
い
た
し
ま
す
。　

月
か
ら
の
事
業

１０

に
つ
き
ま
し
て
は
、
実
施
に
つ
い
て

検
討
中
で
す
。

▽
問
合
せ　

体
育
課

小
学
校
体
育
館

個
人
開
放
事
業
の

中
止
に
つ
い
て

　
　

、
Ｃ
コ
ー
ス
＝
６
／　

・
７
／

１９
（日）

２６

３
・　
　１０

（日）

▽
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

▽
定
員　

各
コ
ー
ス
８
名
（
抽
選
）

▽
費
用　

二
、
〇
〇
〇
円
（
ボ
ー
ル

代
等
）

▽
講
師　

多
摩
ヒ
ル
ズ
所
属
の
プ
ロ

の
指
導
を
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ

▽
申
込
方
法　

往
復
ハ
ガ
キ
に
ゴ
ル

フ
教
室
参
加
希
望
と
明
記
し
、住
所
・

氏
名
・
フ
リ
ガ
ナ
・
性
別
・
学
年
・

電
話
番
号
・
希
望
コ
ー
ス
・
同
伴
保

護
者
氏
名
・
フ
リ
ガ
ナ
・
車
両
ナ
ン

バ
ー
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

▽
申
込
先　

〒　

・　

稲
城
市
東
長

２０６

８６０１

沼　
　

稲
城
市
役
所　

体
育
課

２１１１
▽
申
込
期
限　

４
／　
　

必
着

２５
（月）

▽
問
合
せ　

体
育
課



中央文化センター［東長沼］ 
（中央公民館） 

1377－2121
6379－0491

第一児童館 
1377－8712

第二文化センター［矢野口］ 
（第二公民館） 
（老人福祉館） 
（第二児童館） 

1378－0567
6378－0568

第三文化センター［平　尾］ 
（第三公民館） 
（第三児童館） 

1331－0230
6331－0229

第四文化センター［東長沼］ 
（第四公民館） 
（第四児童館） 

1377－4406
6377－4488

城山文化センター［向陽台］ 
（城山公民館） 
（城山児童館） 

1379－5411
6379－5288

総合体育館 
1331－7151
6331－7181

生涯学習課・体育課 
1378－2111
6379－3600

（
任
期　

平
成　

年
４
月
〜　

年
３

２３

２５

月
）

　

委
員
は
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育

の
関
係
者
、
家
庭
教
育
の
向
上
に
資

す
る
者
、学
識
経
験
者
で
構
成
さ
れ
、

社
会
教
育
に
関
し
教
育
委
員
会
に
助

言
す
る
た
め
、
社
会
教
育
全
般
に
わ

た
っ
て
研
究
調
査
や
協
議
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
各
地
区
で
開
催
さ
れ

る
地
域
教
育
懇
談
会
や
研
修
会
へ
の

参
加
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

池
田　

光
子
・
遠
藤　

三
枝

　

久
地
井
清
子
・
鈴
木　

保
彦

　

桜
堂　
　

充
・
城　
　

好
彦

　

木
村　

幸
子
・
阿
部　

啓
子

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

（
任
期　

平
成　

年
４
月
〜　

年
３

２３

２５

月
）

　

審
議
会
は
、
文
化
財
に
関
し
広
く

か
つ
高
い
見
識
を
有
す
る
者
で
構
成

さ
れ
、
文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
に

関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
し
て

い
ま
す
。

　

桜
井　

昭
男
・
畔
上　

能
力

　

亀
井　

明
徳
・
馬
場　
　

昇

　

伊
藤　
　

淳
・
秋
野　

徳
親

　

渡
辺　

美
彦
・
五
島　

賢
造

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

（
任
期　

平
成　

年
４
月
〜　

年
３

２３

２５

月
）

　

協
議
会
は
、学
校
教
育
の
関
係
者
、

社
会
教
育
の
関
係
者
、
家
庭
教
育
の

活
動
に
資
す
る
活
動
を
行
う
者
、
学

識
経
験
者
で
構
成
さ
れ
、
図
書
館
の

運
営
に
関
し
、
館
長
の
諮
問
に
応
ず

る
ほ
か
、
図
書
館
奉
仕
に
つ
い
て
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

米
澤
久
美
子
・
浅
井　

充
子

　

斉
藤　

泰
則
・
稲
田　

善
樹

　

福
家
め
ぐ
み
・
小
林
モ
ト
エ

　

栗
原　

智
久

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館

（
任
期　

平
成　

年
４
月
〜　

年
３

２３

２５

月
）

　

委
員
は
、
各
地
区
の
青
少
年
育
成

地
区
委
員
会
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
選

出
さ
れ
、
青
少
年
教
育
の
振
興
の
た

め
、
青
少
年
の
余
暇
指
導
、
団
体
の

育
成
、
青
少
年
指
導
者
に
対
す
る
援

助
・
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

青
年
ワ
ー
カ
ー
セ
ミ
ナ
ー
や
ジ
ュ

ニ
ア
ワ
ー
カ
ー
セ
ミ
ナ
ー
等
の
企
画

運
営
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

松
浦　

憲
一
・
坂
野　

悦
子

　

宮
島　

寿
英
・
成
木　

憲
子

　

宮
嶋　

勝
康
・
萩
尾　

浩
臣

　

榎
本　

修
明
・
村
上　

清
水

　

野
中　

麻
衣

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

■
社
会
教
育
委
員

■
青
少
年
委
員

■
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

■
図
書
館
協
議
会
委
員

■
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

　

日
頃
、
勉
強
や
部
活
動
以
外
に
何

か
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
あ

な
た
、
地
域
活
動
等
、
い
ろ
い
ろ
な

体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

市
内
の
各
分
野
で
活
躍
し
て
い
る

方
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
と
ふ
れ
あ

い
、
様
々
な
体
験
の
で
き
る
セ
ミ
ナ

ー
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
奮

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

市
内
の
い
ろ
い
ろ
な
地
域
・
学
年

の
仲
間
を
つ
く
り
、
様
々
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
通
し
て
、
地
域
や
学
校
で
積

極
的
に
活
動
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
身
に
つ
け
よ
う
！

▽
対
象　

小
学
５
年
〜
中
学
３
年
生

　

平
安
時
代
の
末
期
か
ら
鎌
倉
時

代
に
か
け
て
、
関
東
地
方
で
は
多

く
の
武
士
団
が
群
立
し
て
い
ま
し

た
。
多
摩
川
流
域
で
は
、
武
蔵
七

党
の
な
か
の
秩
父
党
、
横
山
党
、

西
党
と
い
う
武
士
団
が
活
躍
し
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
当
時
の
稲
城
市
域
は
、
ほ

と
ん
ど
が
武
蔵
国
多
摩
郡
の
小
沢

郷
に
属
し
て
お
り
、
秩
父
党
の
小

山
田
一
族
が
進
出
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
小
山
田
一
族
の
稲
毛
重
成
は
、

源
頼
朝
か
ら
稲
毛
荘
（
川
崎
市
周

辺
）
の
地
頭
に
任
命
さ
れ
、
さ
ら

に
北
側
の
小
沢
郷
（
押
立
を
除
い

た
稲
城
市
域
と
川
崎
市
麻
生
区
、

多
摩
区
の
北
部
）
付
近
に
も
進
出

し
て
、
子
の
小
沢
重
政
に
管
理
さ

せ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
小
沢
重
政
の
居
城
と
し
て

使
わ
れ
た
の
が
矢
野
口
の
小
沢
城

（
穴
澤
天
神
社
南
側
）
で
す
。
現

在
こ
の
山
城
か
ら
は
、
天
神
山
と

浅
間
山
と
い
う
二
つ
の
頂
を
中
心

に
し
て
、
周
囲
か
ら
堀
切
跡
な
ど

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
矢

野
口
の
妙
覚
寺
の
境
内
付
近
は
、

小
沢
重
政
の
居
住
地
で
馬
場
や
蔵

の
跡
が
残
る
と
伝
承
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

市
域
か
ら
は
、
同
じ
く
中
世
に

属
す
る
山
城
と
し
て
、
大
丸
城
と

長
沼
城
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
大

丸
城
（
南
多
摩
駅
南
側
）
は
、
発

掘
調
査
に
よ
る
と
物
見
台
と
思
わ

れ
る
規
模
の
小
さ
な
建
物
跡
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
室
町
時
代
頃
の

小
規
模
な
山
城
で
あ
る
こ
と
が
判

り
ま
し
た
が
、
城
主
な
ど
は
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
長
沼
城

（
稲
城
駅
北
側
）
は
、
伝
承
で
は

武
蔵
七
党
の
西
党
の
武
士
の
屋
敷

跡
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
詳
細

は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

郷
土
資
料
室
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

こ
の
よ
う
な
中
世
の
時
代
に
属
す

る
山
城
や
武
士
団
の
様
子
に
つ
い

て
、
発
掘
調
査
の
成
果
や
城
跡
の

写
真
パ
ネ
ル
・
平
面
図
を
使
っ
て

紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

 　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　

郷
土
資
料
室
コ
ー
ナ
ー

▽
場
所　

稲
城
市
向
陽
台
４－

６

－

　

（
城
山
体
験
学
習
館
）

１８
▽
開
館
時
間　

午
前　

時
〜
午
後

１０

５
時

▽
休
館
日　

第
４
月
曜
日
、
年
末

年
始
、
特
別
整
理
期
間

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

（
任
期　

平
成　

年
４
月
〜　

年
３

２３

２５

月
）

　

審
議
会
は
、
学
校
教
育
関
係
者
、

各
公
民
館
の
利
用
者
懇
談
会
か
ら
の

推
薦
者
、
学
識
経
験
者
等
で
構
成
さ

れ
る
公
民
館
長
の
諮
問
機
関
で
す
。

　

公
民
館
に
お
け
る
各
種
事
業
の
企

画
実
施
に
つ
い
て
調
査
審
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

安
藤　

聖
子
・
藤
田　

和
夫

　

志
村
由
利
子
・
近
藤　

宗
人

　

宮
森　

京
子
・
半
杭　

靖
雅

　

竹
澤　
　

正

▽
問
合
せ　

文
化
セ
ン
タ
ー
課

▽
対
象　
　

歳
〜　

歳

１６

２６

▽
期
日　

５
月　

日　

（
開
講
式
）

２２

（日）

か
ら
３
月
ま
で
８
回
程
度

※
そ
の
ほ
か
、
ジ
ュ
ニ
ア
ワ
ー
カ
ー

セ
ミ
ナ
ー
や
地
域
行
事
へ
の
参
加
も

あ
り
ま
す
。

▽
内
容　

稲
城
市
な
ら
で
は
の
自
然
、

文
化
、
歴
史
、
人
材
等
を
活
用
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ジ
ュ
ニ
ア
ワ
ー
カ
ー
セ
ミ
ナ

ー
等
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
子
ど

も
た
ち
へ
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

▽
参
加
費　

一
、
〇
〇
〇
円（
年
額
）

※
夏
季
研
修
・
宿
泊
研
修
時
に
別
途

宿
泊
費
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
ワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミ
ナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

平
成

年
４
月
１
日
付
で
委
嘱
さ
れ
た

２３
社
会
教
育
関
係
の
行
政
委
員
を
紹
介
し
ま
す

申込日開催日

４月１５日（金）４月２２日（金）

５月６日（金）５月１３日（金）

５月２０日（金）５月２７日（金）

６月３日（金）６月１０日（金）

６月１７日（金）６月２４日（金）

７月１日（金）７月８日（金）

※申込開始時間は午前１０時から

　

親
子
で
楽
し
く
体
操

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▽
開
催
日　

左
表
の
と

お
り

▽
時
間　

午
前　

時
〜

１０

　

時　

分

１０

４５

▽
会
場　

第
一
児
童
館

▽
対
象　

市
内
在
住
で
開
催
日
に
満

２
歳
以
上
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

▽
定
員　
　

組
（
先
着
順
）

２５

※
お
子
さ
ん
の
名
前
が
わ
か
る
よ
う

に
ゼ
ッ
ケ
ン
等
つ
け
て
き
て
く
だ
さ

い
。

▽
講
師　

柴
田　

悦
子
氏

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
日　

左
表
の
と
お
り

▽
申
込
・
問
合
せ　

第
一
児
童
館

郷
土
資
料
室
だ
よ
り
�　
 

武
士
の
活
躍
と中

世
の
山
城

29

▲

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た

　

大
丸
城
跡
（
上
空
よ
り
）

ジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジ
ュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュ
ニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニ
アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア
ワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミ
ナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

▽
定
員　
　

名
（
先
着
順
）

５０

▽
期
日　

６
月　

日　

（
開
講
式
）

１２

（日）

か
ら
２
月
ま
で
７
回
程
度

▽
内
容　

体
育
館
等
室
内
で
行
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
、
市
内
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
、
夏
季
に
は
２
泊
３
日
の
自
然
体

験
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
参
加
費　

二
、
〇
〇
〇
円（
年
額
）

※
宿
泊
費
は
別
途
（
一
五
、
〇
〇
〇

円
程
度
）

【
共
通
事
項
】

▽
申
込
方
法　

生
涯
学
習
課
、
各
文

化
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
生
涯
学
習
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
土
、
日
、

祝
日
を
除
く
）

▽
申
込
期
限　

４
月　

日　
２７

（水）

▽
主
管　

稲
城
市
青
少
年
委
員
会

▽
申
込
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

親
子
体
操
教
室

（
ワ
ン
わ
ん
体
操
ク
ラ
ブ
）

●

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集
●



第
７
回
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

稲
城
グ
リ
ー
ン

駅
伝
大
会
開
催
！

１
㎞
〜
３
㎞
×
４
区
間

　

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
行
い
ま
す
。

　

駅
伝
を
通
し
て
、
児
童
の
健
全
な

る
心
身
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、

市
内
の
各
地
区
の
チ
ー
ム
と
の
親
睦
、

交
流
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

▽
期
日　

５
月
５
日
（
木
・
祝
）

▽
時
間　

開
会
式
午
前　

時
（
受
付

１０

は
９
時
〜
）

▽
会
場　

稲
城
中
央
公
園
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
及
び
そ
の
周
辺

▽
対
象　

４
名
１
組
で
の
参
加
と
な

り
ま
す
。
詳
細
は
左
表
の
と
お
り

▽
定
員　

各
ク
ラ
ス　

チ
ー
ム
前
後

５０

（
先
着
順
）

▽
申
込
方
法　

【
親
子
・
小
学
生
】

①
申
込
書
を
申
込
窓
口
へ
持
参
ま
た

は
事
務
局
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
郵
送
し
、
参

加
費
は
、
当
日
お
支
払
い
下
さ
い
。

【
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
Ｕ　

・
一
般
・
シ

２３

ニ
ア
】
①
指
定
口
座
に
参
加
費
を
振

込
後
、
申
込
書
を
申
込
窓
口
へ
持
参

ま
た
は
大
会
事
務
局
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。
②
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
エ
ン
ト
リ
ー
（
別
途

決
済
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。
）

http://w
w
w
.verdy.co.jp/tria

thlon/
※
申
込
書
は
、
申
込
窓
口
に
置
い
て

い
ま
す
。

▽
申
込
窓
口　

①
体
育
課
②
ア
ク
ラ

ブ
稲
城
③
大
会
事
務
局
（
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
）

▽
申
込
期
限　

４
月　

日　
２１

（木）

▽
問
合
せ　

第
７
回
東
京
ヴ
ェ
ル
デ

ィ
稲
城
グ
リ
ー
ン
駅
伝
大
会
事
務
局

〒　

・　

稲
城
市
東
長
沼
２
１
２
０

２０６

０８０２

の
６
の　
　

1（　

）２
５
８
５
、
5

１０４

３７９

（　

）１
９
９
２　

メ
ー
ル ekiden

３７９

@
m
spo.jp

参加費
（１チーム）

スタート
予定時刻受付時間１区間の

距離応募資格募集
クラス

　５００円１０：３０～

９：００～

１，０００ｍ親と一緒に完走できる
小学生

親子ミニマ
ラソン１

１，０００円
１０：４０～２，０００ｍ

４名全員が小学生で構
成されたクラス

小学生クラ
ス２

３，０００円３名が家族と他１名で
構成されたチーム

ファミリー
クラス３

６，０００円１１：３０～９：３０～３，０００ｍ

４名全員が２３歳以下男
子で構成されたチーム

Ｕ２３男子ク
ラス４

４名全員が２３歳以下女
子で構成されたチーム

Ｕ２３女子ク
ラス５

４名の男子で構成され
たチーム

一般男子ク
ラス６

４名の女子で構成され
たチーム

一般女子ク
ラス７

４名の男女で構成され
たチーム

一般混合ク
ラス８

４名全員の年齢の合計
が１８０歳以上の男子チ
ーム

シニア男子
クラス９

４名全員の年齢の合計
が１８０歳以上の女子チ
ーム

シニア女子
クラス１０

４名全員の年齢の合計
が１８０歳以上の男女混
合チーム

シニア混合
クラス１１

事業の詳細・チケット購入・講座申込み方法は、稲城市立�プラザホームページ（http://www.iplaza.inagi.tokyo.jp/）及び市内
公共施設に置いてある「�プラザインフォメーション」をご参照ください。問合せ　稲城市立�プラザ　1３３１－１７２０

� プ ラ ザ 主 催 事 業
ホール事業　発売中　託児申込・問合せ（マザーズ）：０１２０－７８８－２２２（平日１０時～正午／１３時～１７時）

内　容　等料　金日時公演名

０歳から聴ける、動物たちがテーマ
の楽しいピアノ＆朗読コンサート。
※託児なし

全席自由　　　　　 
一般　　　　１，０００円
小学生以下　　５００円

５／２９（日）
①１０時半
②１３時半

ピアノとおはなし　わかばだい
コンサート
～動物たちに会いにいこう！～

マエストロ宮本文昭プロデュース公
演、ゲストとして氏の愛娘であり各
メディア等でも話題のヴァイオリニ
スト、宮本笑里が登場！

全席指定　　３，０００円
６歳以上入場可　　 

６／１８（土）
１５時

宮本文昭プロデュース
宮本文昭＆宮本笑里　トーク＆
コンサート

生涯学習・コミュニティ事業

募集締切り対象・定員日　時講座名・受講料

５／２９（日）一般
１２名

①６／１２（日）
②６／１９（日）
③６／２６（日）
各日１１時～１３時

クッキング講座
「はじめてのマクロビオティック」～野菜料理で健康・キレイ～（全３回）
講師：マクロビオティック ･インストラクター　丹羽由実
※受講料３，０００円（材料費込・全３回）

▽
時
間　

午
前　

時
半
〜　

時　

分

１０

１１

４５

▽
対
象　

０
歳
か
ら
未
就
学
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
及
び
出
産
予
定
の
方

▽
問
合
せ　

第
四
公
民
館

期　日会　場

４／２８（木）第一児童館

５／１２（木）第二児童館

４／２０（水）第三児童館

４／２１（木）第四児童館

５／９（月）城山児童館

５／１０（火）�プラザ

育
児
中
の
お
母
さ
ん
方

『
子
育
て

サ
ポ
ー
タ
ー
の
日
』

に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か

▲宮本 笑  里 
えみ り

△
申込方法　はがきに講座名・住所・氏名（フ
リガナ）・電話番号をご記入のうえ、講座開催
日の一週間前までに事務局に到着するよう申し
込んでください。（定員に達し次第締め切り）
講座当日までに受講確認書をお送りします。△

受講料　当日、講義開始前に受付でお納めく
ださい。

平成23年度前期 駒沢女子大学・短期大学公開講座のご案内

△

その他　やむをえず、日時・講師・テーマ・
会場を変更することがあります。その場合には
ご連絡をさしあげます。ご了承下さい。△

申込・問合せ　〒２０６－８５１１　稲城市坂浜２３８
番地　駒澤学園　公開講座事務局
1０４２－３５０－７１１１（千葉・皆川）
メール kchiba@komajo.ac.jp

受講料会場・定員日　時講　師テーマNo.

全２回
１，０００円

八十周年館
１６－２０３教場

定員３０名

５月７日（土）
５月１４日（土）
１３：３０～
１５：００　

駒沢女子短期大学
保育科　専任講師
岡本　 啓  宏 

けい こう

禅の教えに学ぶ「日本人の心」
日本の精神文化の根底には、仏教の教えが深
く関わっています。高度に発達した現代社会
でも、その伝統は脈々と受け継がれています。
本講座では、この「日本人の心」のルーツに
ついて、道元禅師の『 典  座  教訓 』をはじめと

てん ぞ きょうくん

する禅の教えから学んでいきます。

１

全２回
１，０００円

八十周年館
１６－２０７教場

定員３０名

５月２１日（土）
５月２８日（土）
１３：３０～
１５：００　

駒沢女子大学
人文学部
日本文化学科
教授
三田　誠司

『万葉集』の世界
『万葉集』は今から１３００年ほど昔に編まれた
歌集です。当時の人々の情感あふれる歌を読
むと、現代人とは異なる感覚に新鮮さを覚え
たり、共通点に驚くこともあります。じっく
りと和歌の世界を鑑賞してみましょう。

２

全２回
１，０００円

八十周年館
造形室Ｂ

１６－３０２教場

定員２５名
（１５歳以上
成人のみ）

６月４日（土）
６月１１日（土）
１３：３０～
１５：００　

駒沢女子短期大学
保育科　准教授
菅原　順一

絵がかけない人の絵画教室
絵を描くのはにがて・絵は下手・絵なんて何
十年も描いたことが無い、そんな人たち大集
合。絵が描けないなんて本人の単なる誤解。
ほんとに描けないのかどうかの大実験！考え
方やものの見方をちょっとだけかえてみると
絵が描けてしまうから不思議。いままで絵が
描けなかったことの意味を考えます。

３

全１回
５００円

八十周年館
１６－２０３教場

定員３０名

６月１８日（土）
１３：３０～
１５：００　

駒沢女子短期大学
人文学部
人間関係学科
専任講師
石津　和子

働く人のメンタル・ヘルスについて考える
今日、人生のあり方には様々な可能性があること
が、ひろく認識されるようになりました。雇用の
非正規化・流動化によってキャリアの自由度は増
す一方で、先行き不透明な状況も続いています。
本講座は、ＥＡＰ（エンプロイメント・アシスタ
ンス・プログラム）という勤労者のための相談活
動のご紹介から、働く人のメンタルヘルスの問題
と今後についてご紹介することが目的です。

４
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靴
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就

学

前

　教育は、豊かな社会の実現と文化の創造を目指し、平和的な国家及び社会の一員として、互いの人格と生命及びわが国の歴史や文化を尊重する、
世界でも活躍することができる日本人を育てることを目的とします。
　教育を通して、経済・社会のグローバル化、情報技術革命、少子高齢化など時代の変化に積極的に対応すると共に、地球規模の課題にも主体的
に取り組み、家族を愛し、友人を思いやり、自然・歴史・文化・叡智を自ら学び、それを引き継ぐなど、未来をよりよく生きる人間を育てること
が大切です。
　学校教育においては、「基礎・基本の徹底」「本物との出会い」「連携」を通した教育活動を重視し、将来を生きぬく力をもった、地域・社会
に貢献できる人間を育成する、持続可能な教育を進めることが求められています。そのために、教育は、家庭を基盤とし、家庭、学校及び地域が
それぞれの役割と責任を果たし、連携して行わなければならないとの認識にたち、すべての市民が教育に参画することを目指します。そして、次
の「教育目標」を掲げ、人材、伝統・文化、自然などの恵まれた教育環境を十分に生かし、近隣の大学や関係機関とも連携を図りながら積極的に
教育を推進します。
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＝教育は市民総がかりで＝

【学校では】

稲城エデュケーションプログラム

パブリックプラン（市内全校が共通で取り組むプログラム）

マイプラン（各校が独自に取り組むプログラム）

●多様な学び、基礎学力の定着　●社会性の育成　●心身の充実、バランス

稲城市の教育活動における

“３つの柱”

【地域では】
■手をかけ、目をかけ、声をかけあい、
お互いさまで
■地域行事、伝統行事、地域活動、ボ
ランティア活動への参加
■自助・共助・公助の実践

【学校では】
■早寝、早起き、朝ごはん
■自分から学習、自分から読書、家族

の中の 一 仕事
いち

■しつけの継続 
あいさつ、言葉づかい、態度、善悪の判断「ダ
メなものはダメ！」、危険の予知・回避など

○ 互いの人格を尊重し、思いやりと規範意識のある人間の育成

○ 自立した社会の一員として、地域や社会に貢献できる人間の育成

○ 自ら学び考え行動する、しなやかな個性と創造力豊かな人間の育成
教 育 目 標

    教育課題策定会議    

〈校長会〉
○本市における教育課題
解決のための具体的施
策の策定

　　   指導室事業　　   

　 教育センター事業 　

　    教育相談所事業    　

     教　育　連　携     

・大学連携
・地域連携
・海外交流
・大空町（姉妹都市）
・野沢温泉村

  稲教研※（小・中連携） 

○教員の指導力向上の場
○授業第一主義
○小中のカリキュラム作成
○パブリックプランの実現
○キャリアプランへの寄与

※稲教研＝稲城市立学校 
教育研究会

          家　　庭          

教育の原点であり基盤
となる場

〈提言組織〉
・市ＰＴＡ 連合会

          地　　域          

社会の中継点として人
間としてトータルで学
ぶ場

＜提言組織＞
・地域教育懇談会

          学　　校          

家庭の補完及び地域へ
の架け橋として、生涯
学び続ける基盤となる
学び方の習得と基礎学
力の定着及び社会性育
成の場
〈提言組織〉
・校長会

    学区制実施による教育の質の保証    

          求められる校長・副校長像          

◆経営者として優れた人物
◆優秀な人材を育成できる人物
◆教育者として高い識見がある人物

                  確かな学力の向上                  

◆基礎的・基本的な知識・技能の習得
◆知識・技能を活用して課題を解決するた
めに必 要な思考力・判断力・表現力
◆学習意欲

   教員が身に付けるべき４つの力の定着   

◆学習指導力
◆生活指導力・進路指導力
◆外部との連携・折衝力
◆学校運営力・組織貢献力

学 
校

学校経営計画と
学校評価の充実

ソーシャルキャピタルスピリット（協調的な行動をもたらす信頼・規範ネットワーク） サスティナビリティエデュケーション（持続可能な価値ある教育）

パブリックプラン

マイプラン

基礎・基本の徹底 本物との出会い 連　　　携

開かれた学校 特色ある教育活動

昔遊び
リトミック・
リズム運動

市内地域
見学・体験

連合スポーツ
大会

人
間
形
成
の
基
礎
基
盤

教
育
の
質
の
保
証

〈
人
間
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

稲
城
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム

保幼小中を貫く
教育・連携の推進 「生きぬく力」

の育成の推進

持続可能な学びを
育む学校づくりの
推進

基礎・基本
の徹底

本物との
出会い 連　携

　稲城市教育委員会は、「教育目標」を達成するため、以下の「基本方針」
及び教育施策の方向を定め、総合的に教育施策を推進します。

【基本方針１　「人権尊重の精神」と「社会貢献の精神」の育成】

　すべての大人と子どもが、人権尊重の理念を正しく理解するとともに、生命を尊重し、
思いやりの心や社会生活のルールを身に付け、社会に貢献しようとする精神をはぐくめ
るようにします。そのために、人権教育、心の教育及びふるさと稲城への愛着や誇りを
はぐくむ教育と機会、生きぬく力を育てる地域・社会体験や自然体験、交流活動などを
充実します。

【基本方針２　「豊かな個性」と「創造力」の伸長】

　国際社会に生き、社会の変化に主体的に対応できるよう、子どもたち一人ひとりの思
考力、判断力、表現力などの資質・能力をはぐくめるようにします。そのために、知力
の向上を図るとともに、子どもたちの個性と創造力を伸ばす、持続可能なバランスのと
れた教育を推進します。

【基本方針３　「学校経営の改革」と「市民の教育参画」の推進】

　稲城らしさに立脚した市民感覚と経営感覚を重視し、子ども、保護者、地域にとって
魅力ある教育を発信する透明性の高い、開かれた学校を創造します。そのために、地域
の特性を踏まえつつ、広域的な視点に立ち、学校経営の改革を進めるとともに、大学と
の連携や広く市民の教育参画を推進します。

【基本方針４　「生涯学習」と「伝統・文化・スポーツ」の振興】

　少子高齢化社会の中で、個人の生活を充実させ、世代を越えたコミュニティを形成し、
活力ある社会を築いていける力をはぐくめるようにします。そのために、市民が、生涯
を通じて、自ら学び、伝統を尊び、文化や読書・スポーツに親しみ、社会へ参加するこ
とのできる機会を充実します。

基 本 方 針

修学旅行
青年期への
パスポート

宿泊体験学習宿泊体験学習宿泊体験学習

平成２３年度　稲城市教育委員会の学校教育平成２３年度 稲城市教育委員会の学校教育

  中学校ブロック連携  

・課題連絡会
・教科指導
・生活指導、健全育成
・地域行事・活動への
参加

義
務
教
育

終
了
後　

教育委員会教育目標

基 本 方 針

教 育 課 程

小学２年生 小学３年生 小学４年生 小学６年生 中学１年生 中学２年生 中学３年生小学５年生小学１年生
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ブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

二
本
の
ポ
ー
ル
を
持
っ
て
安
全
に

楽
し
く
歩
く
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
生
ま
れ

の
新
し
い
健
康
づ
く
り
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

誰
に
で
も
で
き
ま
す
。
メ
タ
ボ
対

策
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

▼
期
日　

５
月
７
日　

、
８
日　

（土）

（日）

※
両
日
と
も
、
同
じ
内
容
で
す
。
ど

ち
ら
か
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
会
場　

稲
城
市
立
�
プ
ラ
ザ
２
Ｆ

大
会
議
室
及
び
若
葉
台
公
園
周
辺

（
３
キ
ロ
程
度
）

▼
時
間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

５０

※
受
付
は
９
時
半
か
ら

▼
対
象　

歩
け
る
方
な
ら
ど
な
た
で

も▼
費
用　

一
般
七
〇
〇
円
・
会
員
五

〇
〇
円　

▼
持
ち
物　

運
動
し
や
す
い
服
装

※
ポ
ー
ル
は
用
意
し
ま
す
。

▼
申
込
・
問
合
せ

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

1（　

）８
８
６
６
（
火
〜
金　

正
午

３３１
〜
午
後
４
時
）

ｉ
ク
ラ
ブ
メ
ー
ル　

in
ag
i

‐i.clu
b

@
n
ifty.co

m

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
体
験
会

大
人
の
た
め
の

楽
し
い
科
学
教
室

レ
ン
タ
ル
実
験
ボ
ッ
ク
ス

　

「
学
力
低
下
の
真
相
」
を
デ
ー
タ

に
基
づ
き
、
考
え
な
が
ら
進
め
る
体

験
型
の「
社
会
の
科
学
」教
室
で
す
。

ど
の
よ
う
な
教
育
が
必
要
で
あ
る
か

を
根
本
か
ら
探
り
出
し
ま
す
。

▼
期
日　

５
月　

日　

▼
時
間　

午

１４

（土）

前

時
〜
午
後
０
時
半
▼
会
場　

第

１０
四
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
内
容　

「
学
力

低
下
の
真
相
」
▼
対
象　

中
学
生
以

上　

名（
先
着
順
、
事
前
申
込
必
要
）

１５
▼
参
加
費　

一
、
〇
〇
〇
円
▼
連
絡

先　

小
沢
1（　

）４
７
１
１

３７７

「
子
育
て
に
大
切
な
ポ
イ

ン
ト
」
セ
ミ
ナ
ー

（
社
）ス
コ
ー
レ
家
庭
教
育
振
興
協
会

稲
城
地
区
実
行
委
員
会　
　
　
　
　

　

子
育
て
に
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
を
３

回
シ
リ
ー
ズ
で
行
い
ま
す
。

▼
期
日　

①
４
月　

日　

②
５
月　

２２

（金）

１２

日　

③
６
月　

日　

▼
時
間　

午
前

（木）

１６

（木）

　

時
〜　

時
半
▼
内
容　

①
「
手
を

１０

１１

か
け
る
と
こ
ろ
・
見
守
る
と
こ
ろ
」

②
「
毎
日
５
分
の
ふ
れ
あ
い
で
子
供

は
伸
び
る
」
③
「
我
が
子
を
伸
ば
す

小
さ
な
習
慣
」
▼
会
場　

稲
城
市
立

�
プ
ラ
ザ
▼
対
象　

幼
児
か
ら
思
春

期
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
稲
城
市

民
の
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
▼
参
加

費　

無
料
（
要
申
込
）
▼
そ
の
他　

１
歳
以
上
保
育
あ
り
。三
〇
〇
円（
要

予
約
）
定
員
８
名
。
▼
連
絡
先　

櫻

井
1　
（
８
０
４
１
）８
８
５
６

０９０

第　

回
定
期
演
奏
会

３７
東
京
稲
城
少
年
少
女
合
唱
団

　

新
入
団
員
６
人
を
迎
え
て
元
気
に

練
習
し
て
い
ま
す
。
一
年
間
歌
い
あ

た
た
め
て
き
た
数
々
の
歌
を
お
楽
し

み
下
さ
い
。

▼
期
日　

５
月
８
日　

▼
時
間　

午

（日）

後
１
時
半
（
開
場
）
、
午
後
二
時

（
開
演
）
▼
会
場　

中
央
文
化
セ
ン

タ
ー
▼
曲
目　

も
の
の
け
姫
、
青
い

鳥
、
合
唱
組
曲
「
あ
し
た
の
う
た
」

他
▼
入
場
券　

五
〇
〇
円
▼
連
絡
先 

桐
島
1（　

）０
８
８
４
（
夜
間
の

４０１

み
）

弓
道
を
通
し
て
精
神
鍛

錬
・
健
康
増
進
を
図
り
ま

せ
ん
か
！

稲
城
市
弓
道
連
盟

▼
期
日　

毎
週
火
・
土
・
日
曜
日
・

祝
日
▼
時
間　

火
曜
日
午
前
９
時
〜

　

時　

分
、
土
・
日
曜
日
・
祝
日
午

１１

５０

前
９
時
〜
午
後
３
時
半
▼
会
場　

総

合
体
育
館
▼
対
象　
　

歳
以
上
な
ら

１６

ど
な
た
で
も
▼
会
費　

一
般
・
大
学

生
六
、
〇
〇
〇
円
・
高
校
生
三
、
〇

〇
〇
円
（
年
額
）
・
入
会
金
一
、
〇

〇
〇
円
▼
そ
の
他　

見
学
者
歓
迎
▼

連
絡
先　
 
米 
花
   

1（　

）３
８
４
６

よ
ね 
は
な

３７９

柔
道
新
人
募
集
！

　
　
　

鍛
え
よ
う
心
と
体

稲
城
市
柔
道
連
盟

▼
期
日　

毎
週
水
・
土
曜
日
▼
時
間 

水
曜
日
午
後
６
時　

分
〜
９
時
半

４０

（
小
学
生
は
８
時
半
ま
で
）
、
土
曜

日
午
後
３
時　

分
〜
午
後
６
時
半

４０

（
小
学
生
は
５
時
半
ま
で
）
▼
会
場 

総
合
体
育
館
▼
対
象　

５
歳
以
上
▼

会
費　

一
、〇
〇
〇
円
・
入
会
金
三
、

〇
〇
〇
円
▼
連
絡
先　

角
田
1（　

）
３７８

３
４
８
０

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し

ま
せ
ん
か

長
峰
ラ
ク
ー
ン
ズ　
　
　
　
　
　

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

▼
期
日　

第

１
・
３
日
曜

日
・
第
２
・

４
土
曜
日
▼

時
間　

午
後

３
時
〜
６
時
▼
会
場　

長
峰
小
学
校

▼
対
象　

小
学
生
▼
会
費　

一
、
〇

〇
〇
円
（
月
額
）
、
ス
ポ
ー
ツ
保
険

代
七
三
〇
円
（
年
額
）
▼
連
絡
先　

中
村
1（　

）８
５
６
５
（
午
後
７
時

３７７

〜
９
時
）

女
性
の
皆
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
を
や
り
ま
せ
ん
か

レ
デ
ィ
ー
ス

▼
期
日　

日
曜
日
▼
時
間　

午
前
８

時
〜　

時
▼
会
場　

稲
城
第
３
小
学

１０

校
▼
対
象　
　

歳
以
上
▼
会
費　

五

１８

〇
〇
円
（
月
額
）
▼
そ
の
他　

お
子

さ
ん
連
れ
参
加
可
▼
連
絡
先　

後
藤

1（　

）６
１
２
６

３７８
空
手
道
で
「
く
じ
け
な
い

心
と
身
体
を
」

稲
城
市
空
手
道
連
盟

「
中
央
空
手
道
会
主
催
」

○
幼
児
教
室
（
４
・
５
歳
児
）
▼
日

時　

水
曜
日　

午
後
４
時
〜
５
時

○
初
心
者
教
室
（
６
歳
以
上
）
▼
日

時　

水
曜
日　

午
後
４
時
〜
５
時
半
、

土
曜
日　

午
前
９
時
半
〜
正
午

○
中
級
者
・
上
級
者
教
室
▼
日
時　

水
・
土
曜
日　

午
後
７
時
〜
９
時

▼
会
場　

総
合
体
育
館
▼
連
絡
先　

瀧
野
1（　

）５
３
９
３　

３７８

「
平
尾
空
手
道
少
年
団
主
催
」

▼
日
時　

火
曜
日　

午
後
７
時
〜
９

時
▼
会
場　

第
三
文
化
セ
ン
タ
ー
▼

連
絡
先　

宮
腰
1（　

）１
９
２
０

３３１

「
城
山
空
手
道
少
年
団
主
催
」

▼
日
時　

木
曜
日　

午
後
７
時
〜
９

時
▼
会
場　

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー
▼

連
絡
先　

瀧
野
1（　

）５
３
９
３

３７８

「
若
葉
台
空
手
道
少
年
団
主
催
」

▼
日
時　

土
曜
日　

午
後
３
時　

分
４０

〜
５
時　

分
▼
会
場　

若
葉
台
小
学

４０

校
▼
連
絡
先　

岩
本
1（　

）８
８
２

３３１

３「
大
丸
・
押
立
空
手
道
少
年
団
主
催
」

▼
日
時　

金
曜
日　

午
後
７
時
〜
９

時
▼
会
場　

第
四
文
化
セ
ン
タ
ー
▼

連
絡
先　

斉
藤
1（　

）０
９
０
１

３７９

「
矢
野
口
空
手
道
少
年
団
主
催
」

▼
日
時　

木
曜
日　

午
後
６
時
〜
８

時
▼
会
場　

第
二
文
化
セ
ン
タ
ー
▼

連
絡
先　

尾
崎
1（　

）４
５
５
３

３７７

「
東
長
沼
空
手
道
少
年
団
主
催
」

▼
日
時　

火
曜
日　

午
後
５
時
半
〜

７
時
▼
会
場　

稲
城
第
一
小
学
校
▼

連
絡
先　

矢
野
1（　

）４
４
１
０

４０１

「
共
通
事
項
」

　

初
級
か
ら
上
級
者
ま
で
参
加
可
。

（
た
だ
し
中
央
空
手
道
会
は
除
く
）

▼
月
会
費　

①
準
会
員
（
週
１
回
）

二
、
五
〇
〇
円
、
会
場
が
小
学
校
の

一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
を
や
り
ま

せ
ん
か
〜
新
入
生
募
集
〜

青
葉
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

▼
日
時　

火
曜
日
午
後
４
時
〜
６
時
、

土
曜
日
午
後
１
時
半
〜
５
時
、
日
曜

日
午
後
１
時
〜
３
時
半
▼
会
場　

火

曜
日
・
青
葉
幼
稚
園
、
土
・
日
曜
日

は
稲
城
第
二
小
・
四
小
▼
対
象　

小

学
生
▼
会
費　

１
〜
３
年
生
一
、
〇

〇
〇
円
・
４
〜
６
年
生
二
、
〇
〇
〇

円
（
月
額
）
▼
そ
の
他　

幼
児
ク
ラ

ス
有
り
▼
連
絡
先　

池
田
1（　

）４
３７９

０
９
０

み
の
場
合
二
、
〇
〇
〇
円
、
②
正
会

員（
週
２
回
以
上
）
三
、
五
〇
〇
円
、

会
場
は
自
由
③
幼
児
一
、
五
〇
〇
円

▼
そ
の
他
、
割
引
制
度
や
登
録
費
等

に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
▼
連
絡
先　

連
盟
事
務
局　

神
田
1（　

）１
５
２
６

３３１

楽
し
く
汗
を
か
い
た
ら

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
も

　
　
　
　

夢
じ
ゃ
な
い　
!!

レ
ッ
ツ
・
エ
ン
ジ
ョ
イ
・
ビ
ク
ス

▼
期
日　

木
曜
日
▼
時
間　

午
前　
１０

時
〜
正
午
▼
会
場　

総
合
体
育
館
▼

対
象　

女
性
▼
会
費　

二
、
〇
〇
〇

円（
月
額
）▼
連
絡
先　

松
田
1（　

）
３７９

５
３
０
８

全
国
を
め
ざ
し
て

　
　
　
　
　

フ
ァ
イ
ト
！

稲
城
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

▼
日
時　

水
曜
日 

午
後
３
時　

分
〜

４０

６
時
半
、
土
曜
日

午
前
８
時
〜
正
午

▼
会
場　

総
合
体

育
館
・
市
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▼
対
象 

小
学
生
▼
会
費　

１
〜
３
年
生
二
、

五
〇
〇
円
・
４
〜
６
年
生
三
、
〇
〇

〇
円
（
月
額
）
▼
連
絡
先　

花
園
1

（　

）３
１
６
６

３７８お
習
字
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
？

教
育
習
字
稲
城
支
部

▼
期
日　

第
二
・
四
金
曜
日
▼
時
間 

午
後
１
時
半
〜
４
時
半
▼
会
場　

中

央
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

ど
な
た

空
手
で
育
て
よ
う

強
い
身
体
と
精
神
力

 
松
涛
館 
野
口
会　

平
尾
空
手
の
会

し
ょ
う
と
う
か
ん

▼
期
日　

毎
週
日
曜
日
▼
時
間　

午

前
９
時
〜
正
午
▼
会
場　

第
三
文
化

セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

５
歳
以
上
▼
会

費　

二
、
〇
〇
〇
円
（
月
額
・
積
立

金
五
〇
〇
円
別
）
※
見
学
体
験
随
時

可
▼
連
絡
先　

櫻
井
1　

（
１
１
３

０８０

３
）
３
３
７
３

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を
一
緒
に

や
り
ま
せ
ん
か
？

ナ
イ
ン
パ
ッ
チ

▼
期
日　

隔
週
金
曜
日
▼
時
間　

午

前　

時
〜
正
午
▼
会
場　

城
山
文
化

１０
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

成
人（
初
心
者
・

経
験
者
問
わ
ず
）
▼
会
費　

三
、
○

〇
〇
円
（
月
額
）
▼
連
絡
先　

笹
田

1　
（
５
４
９
５
）０
４
１
６

０８０
将
来
家
計
の
た
め
に
、
経

済
の
勉
強
を
一
緒
に
は
じ

め
て
み
ま
せ
ん
か 

笑 
ラ
イ
フ

わ
ら

▼
期
日　

木
曜
日
（
月
一
回
）
▼
時

間　

午
前　

時
半
〜
正
午
▼
会
場　

１０

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

子
育

て
世
代
の
方
▼
会
費　

一
、
五
〇
〇

円
（
月
額
・
保
育
費
用
含
む
）
▼
保

育
あ
り
（
一
歳
以
上
）
、
保
育
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
４
月　

日
に

２１

あ
り
ま
す
。▼
連
絡
先　

村
上
1（　

）
３３１

４
１
５
８

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
で
健
康

な
身
体
づ
く
り

向
陽
台
ト
リ
ム
体
操

▼
期
日　

毎
週
木
曜
日
（
月
４
回
）

▼
時
間　

午
前　

時
〜
正
午
▼
会
場 

１０

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

成
人

▼
会
費　

一
、
五
〇
〇
円
（
月
額
）

▼
入
会
金　

一
、
〇
〇
〇
円
▼
持
ち

物　

室
内
履
き
・
敷
物
（
バ
ス
タ
オ

ル
な
ど
）
・
飲
み
水
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
▼
連
絡
先　

佐
野
1（　

）４
１

３７８

３
８

お
ど
り
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

「
チ
ン 

ト
ン 

シ
ャ
ン
」と

み
つ
る
会

▼
期
日　

毎
週
水
曜
日
及
び
第
二
・

第
四
土
曜
日
▼
時
間　

午
後
５
時
〜

９
時
▼
会
場　

第
二
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

ど
な
た
で
も
▼
会
費　

三
、

〇
〇
〇
円
（
月
額
）
▼
連
絡
先　

古

屋
1（　

）７
２
６
６

３７７

で
も
▼
会
費　

二
、
〇
〇
〇
円
（
月

額
・
教
科
書
代
別
）
▼
連
絡
先　
 
野  の

 
平 
1（　

）９
６
２
５

ひ
ら

３３１

ク
ラ
ブ 

ク
ラ
ブ 

ク
ラ
ブ 

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

　
　
　
　
　

体
験
講
座

稲
城
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
サ
ー
ク
ル

　

今
、
ア
コ
ー
デ

ィ
オ
ン
が
ト
レ
ン

デ
ィ
ー
。
人
の
温

か
さ
と
息
づ
か
い

が
伝
わ
る
楽
器
で

す
。
楽
器
に
触
れ

た
り
、
ま
た
演
奏

を
聞
い
た
り
、
楽
し
く
体
験
が
で
き

ま
す
。

▼
期
日　

５
月　

日
〜
７
月　

日

２５

２７

（
毎
回
水
曜
日
）
▼
時
間　

午
後
７

時
〜
８
時
半
▼
会
場　

城
山
文
化
セ

ン
タ
ー
▼
対
象　

成
人
▼
参
加
費　

一
五
、
〇
〇
〇
円
（
全　

回
）
▼
貸

１０

楽
器
、
事
前
申
込
（
別
途
有
料
）
▼

連
絡
先　

長
谷
川
1（　

）１
０
３
１

３７８

第
四
回
公
演

「
３
時
ま
で
、
あ
と
５
分
」

劇
団
ビ
ヤ
ン
カ

　

２
年
ぶ
り
の
公
演
で
す
。
愉
快
な

会
話
劇
を
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

▼
期
日　

４
月　

日　

・
５
月
１
日

３０

（土）

　

▼
時
間　

両
日
と
も
午
後
１
時
開

（日）演
（
開
場
は
午
後
０
時
半
・
上
演
時

間
約　

分
）
▼
会
場　

中
央
文
化
セ

７５

ン
タ
ー
▼
入
場
料　

無
料
▼
連
絡
先 

宗
村
1（　

）５
３
３
９

３７９

琴
城
流

　

大
正
琴
体
験
教
室笹

の
会

　

文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
と
て
も
楽
し

く
練
習
し
て
い
ま
す
。興
味
あ
る
方
、

是
非
一
日
体
験
レ
ッ
ス
ン
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
期
日　

４
月　

日　

▼
時
間　

午

３０

（土）

後
２
時
〜
５
時
▼
会
場　

中
央
文
化

セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

成
人
（
男
女
問

わ
ず
）
▼
参
加
費　

無
料
▼
連
絡
先 

関
1（　

）０
２
１
０
（
午
後
５
時
〜

３３１

８
時
）



稲城市立中央図書館 
向陽台４－６－１８  
　　　　　1３７８－７１１１  
　　　　　6３７８－７１６２ 

城山体験学習館 
（中央図書館併設） 
　　　　　1３７８－７１００ 

休館日 

　毎月第四月曜日 
　年末年始・特別整理期間 
 

第一図書館　　東長沼２１１１ 

 　  　　　　  1３７７－２１２３ 

 　  　　　　  6３７８－９６１２ 

第二図書館　　矢野口１７８０ 

　　　　　1/6３７７－１８６６ 

第三図書館　　平尾１－２０－５ 

　　　　　1/6３３１－１４３９ 

第四図書館　　東長沼２７１ 

　　　　　1/6３７８－２４０１ 

休館日 
　毎週月曜日･祝日 
　年末年始・特別整理期間 

　プラザ図書館 

若葉台２－５－２ 
 　  　　　　  1３３１－１７３１ 
 　  　　　　  6３３１－１７１６ 

休館日 
　第二・四月曜日 
※祝日と重なるときは翌日 
　年末年始・特別整理期間 

あい 

☆展示コーナー

浜田英夫作品の映画と写真展
浜田英夫没後５周年を偲んで

●稲城今昔 ５０年前の稲城 写真展

▽期日　５月１日（日）～１５日（日）

▽時間　午前１０時～午後５時

●映画と交流

▽期日　５月１４日（土）

▽時間　午後１時半～４時半
※入場は無料です

▽上映映画
　①「若い心の詩」１９６９年制作５５分
　　盲目の歌手、長谷川清志の少年時代
　　１２年にわたるドキュメント作品
　②「小さな芽生えを求めて－重度心身

障害児の意欲づくり－」１９７９年２８分
　※映画を観て、「浜田映画の今日的意

味」を語り合いましょう。
申込は、必要ありません。お気軽に
会場においでください。

▽主催　浜田英夫の映画を上映する会

▽問合せ　城山体験学習館

５５月 こどもえいが会月　こどもえいが会

子子どどもも動動物物劇劇場場４４
キキツツネネ・・カカッッココウウ

トニー・ガース／監督

▽期日　５月７日（土）

▽時間　午後２時開場
　　　　午後２時１５分上映開始（３０分）

▽会場　城山体験学習館

▽対象　児童および保護者
　　　　５０名（先着順）

宮
都
と
木
簡　
　
　
　
　
　

岸
俊
男

中
国
ネ
ッ
ト
最
前
線　

渡
辺
浩
平
編

日
本
の
覚
悟　
　
　
　

櫻
井
よ
し
こ

日
本
を
誣
い
る
人
　々
　

渡
部
昇
一

日
本
政
党
史　
　
　
　

季
武
嘉
也
編

大
恐
慌
の
ア
メ
リ
カ　

ク
ロ
ー
デ
ル

ロ
ン
バ
ー
ド
街　
　
　

バ
ジ
ョ
ッ
ト

年
金
１
年
生　
　
　
　

菅
野
美
和
子

食
糧
操
作　
　
　
　
　
　

大
谷
淳
一

富
岡
日
記　
　
　
　
　
　
　

和
田
英

化
石
図
鑑　
　
　
　
　
　
　

中
島
礼

図
解
・
感
覚
器
の
進
化　

岩
堀
修
明

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
城　
　

太
田
静
六

　

人　
　
　
　
　
　
　

ピ
ノ
・
ト
ロ

３３脳
の
王
国　
　
　
　
　

茂
木
健
一
郎

臨
床
の
詩
学　
　
　
　
　

春
日
武
彦

胃
が
ん
の
最
新
治
療　
　

比
企
直
樹

医
薬
品
業
界　
　
　
　
　

内
田
伸
一

楕
円
の
流
儀　
　
　
　
　
　

藤
島
大

浅
田
真
央
さ
ら
な
る
高
み
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
順

突
破
す
る
力　
　
　
　
　

猪
瀬
直
樹

や
わ
ら
か
な
レ
タ
ス　
　

江
國
香
織

小
沢
昭
一－

僕
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
昭
和

史　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
沢
昭
一

超
思
考　
　
　
　
　
　
　
　

北
野
武

失
敗
の
効
用　
　
　
　

外
山
滋
比
古

猫
の
散
歩
道　
　
　
　
　

保
坂
和
志

た
て
つ
く
二
人　
　
　
　

三
谷
幸
喜

そ
の
人
の
想
い
出　
　
　
　

吉
村
昭

金
子
光
晴
の
旅　
　
　
　

金
子
光
晴

ア
ジ
ア
に
浸
る　
　
　

高
樹
の
ぶ
子

何
か
の
た
め
に　
　
　
　

一
色
正
春

新
し
く
入
っ
た
本
で
す
。

す
で
に
貸
出
中
の
も
の
も
あ
り
ま

す
。
目
の
不
自
由
な
方
は
、
音
訳

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

黒
部
川
上
ノ
廊
下　
　
　
　

赤
木
沢

遙
か
な
る
走
路　
　
　
　

佐
藤
純
彌

鈍
獣　
　
　
　
　
　
　

細
野
ひ
で
晃

河
童
の
ク
ゥ
と
夏
休
み　
　

原
恵
一

巨
人
の
星　

劇
場
版

提
督
の
戦
艦　
　

ク
ラ
フ
チ
ュ
ー
ク

母
な
る
証
明　
　
　

ポ
ン
・
ジ
ュ
ノ

ボ
ヴ
ァ
リ
ー
夫
人　
　
　
　

ミ
ネ
リ

お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
お
は
な
し
会

幼
児
を
対
象
に
絵
本
や
紙
芝
居
等

の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
央
図
書
館　

毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前　

時
〜　

時
半

１１

１１

第
一
図
書
館　

第
１
、
２
、
３

　
　
　
　
　
　

金
曜
日　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

午
前　

時
半
〜　

時

１０

１１

第
二
図
書
館　

毎
週
水
曜
日

　
　
　

乳
児　

午
前　

時　

分
〜

１０

１５

　
　
　

幼
児　

午
前　

時　

分
〜

１０

５０

第
三
図
書
館　

毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前　

時
半
〜　

時

１０

１１

第
四
図
書
館　

第
１
金
曜
日　
　

　
　
　
　
　
　

午
前　

時
半
〜　

時

１０

１１

�
プ
ラ
ザ
図
書
館

　
　
　
　
　
　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前　

時
〜　

時
半

１１

１１

中
央
図
書
館　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
後
３
時
〜
３
時
半

第
四
図
書
館　

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
後
３
時
半
〜
４
時

�
プ
ラ
ザ
図
書
館

　
　
　
　
　
　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
後
３
時
〜
３
時
半

え

ほ

ん

の

じ

か

ん

中
央
図
書
館　

お
は
な
し
の
会

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

☆
５
月
７
日　

、　

日　

（土）

１４

（土）

各
日
午
後
３
時
〜

小
学
生
向
け

幼

児

向

け

城山体験学習館

カ
サ
サ
ギ
た
ち
の
四
季　

道
尾
秀
介

春
色
恋
ぐ
る
い　
　
　
　

諸
田
玲
子

ポ
リ
ス
猫
Ｄ
Ｃ
の
事
件
簿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
竹
七
海

策
謀
の
法
廷
（
上
･
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
ル
テ
ィ
ニ

忘
れ
ら
れ
た
花
園
（
上
･
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

モ
ー
ト
ン

兵
士
は
ど
う
や
っ
て
グ
ラ
モ
フ
ォ
ン

を
修
理
す
る
か　
　
　

ス
タ
ニ
シ
チ

職
業
と
し
て
の
科
学　
　

佐
藤
文
隆

物
理
学
は
こ
ん
な
こ
と
も
わ
か
ら
な

い　
　
　
　
　
　
　
　

川
久
保
達
之

「
大
発
見
」
の
思
考
法　

山
中
伸
弥

ユ
ウ
キ
ロ
ッ
ク
の
節
約
革
命

　
　
　
　
　
　
　
　

ユ
ウ
キ
ロ
ッ
ク

ガ
ー
ゼ
で
作
る
心
地
よ
い
服

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

櫻
井
悦
子

優
し
い
レ
ー
ス
編
み　
　

河
合
真
弓

は
じ
め
て
の
子
ど
も
ヘ
ア
カ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　

中
村
啓
二
／
監
修

菜
菜
お
つ
ま
み　
　

カ
ノ
ウ
ユ
ミ
コ

そ
う
か
、
こ
う
や
っ
て
木
の
家
を
建

て
る
の
か
。　
　
　
　
　

田
鎖
郁
男

私
の
中
の
自
由
な
美
術　

上
野
行
一

岡
本
太
郎
の
友
情　
　
　

岡
本
敏
子

指
揮
者
の
仕
事
術　
　
　
　

伊
東
乾

う
か
ら
は
ら
か
ら　
　

阿
川
佐
和
子

ポ
ー
ツ
マ
ス
の
贋
作　
　

井
上
尚
登

末
裔　
　
　
　
　
　
　
　

絲
山
秋
子

起
業
の
砦　
　
　
　
　

江
波
戸
哲
夫

告
発
の
虚
塔　
　
　
　
　
　

江
上
剛

時
こ
そ
今
は　
　
　
　
　

太
田
治
子

人
質
の
朗
読
会　
　
　
　

小
川
洋
子

ま
こ
と
の
人
　々
　
　
　

大
森
兄
弟

思
い
出
を
な
く
し
た
男　
　

鏑
木
蓮

い
と
ま
申
し
て　
　
　
　
　

北
村
薫

ダ
ー
ク
ゾ
ー
ン　
　
　
　

貴
志
祐
介

ポ
リ
テ
ィ
コ
ン
（
上
・
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桐
野
夏
生

弦
と
響　
　
　
　
　
　
　

小
池
昌
代

自
転
車
冒
険
記　
　
　
　
　

竹
内
真

蛇
と
月
と
蛙　
　
　

田
口
ラ
ン
デ
ィ

淡
雪
記　
　
　
　
　
　
　
　

馳
星
周

夢
で
逢
い
ま
し
ょ
う　
　

藤
田
宜
永

歴
史
家
の
羅
針
盤　
　
　

山
内
昌
之

あ
た
ら
し
い
哲
学
入
門　

土
屋
賢
二

昭
和
の
精
神
史　
　
　
　

竹
山
道
雄

錯
覚
の
科
学　
　
　
　

チ
ャ
ブ
リ
ス

生
き
る
力
を
取
り
も
ど
す
写
真
セ
ラ

ピ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井
貴
子

死
ぬ
の
が
怖
い
あ
な
た
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
川
紘
矢

き
び
し
い
時
代
を
生
き
ぬ
く
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香
山
リ
カ

自
分
で
つ
け
る
戒
名　

門
賀
美
央
子

家
族
の
歌　
　
　
　
　
　

河
野
裕
子

お知らせ
節電のため図書館では当面

全館１０時～１７時の開館
となります。

　ただし、需給がひっ迫した場合の
停電中とその前後１時間は閉館いた
しますので、ご注意ください。

○予約は窓口か電話でお願いします
（Ｗｅｂ・館内ＯＰＡＣ・ＦＡＸ
は４月中に受付けを開始します。）
○４月のイベント（講座・子ども対
象の読み聞かせ等）は中止です。
○図書館ホームページは停電により
使えない事があります
　ご不便をおかけしますが、ご理解
とご協力をお願い致します

臨臨時時休休館館ののおお知知ららせせ
図書館は、今後も皆様に気持ちよくご利
用いただくため、５月・６月に、次の通
り臨時休館いたします。

○特別整理による休館
　中央図書館　
　　５月２３日（月）～２６日（木）
　第一～第四図書館
　　５月２７日（金）～６月２日（木）
　�プラザ図書館
　　５月１６日（月）～１９日（木）

▽ブックポストは利用できます。

▽貸出ロッカー（中央館）、夜間受取（第
一～第四）は、利用できません。

特特別別整整理理ととはは？？

図書館資料の確認および整理（棚卸し）
です。

○図書館システム更新による休館
　全館　６月２７日（月）～３０日（木）

▽ブックポストは利用できません。

▽図書館ホームページの停止に伴い、資
料の検索や予約等ができなくなります。

シシスステテムム更更新新ととはは？？

図書館サービスに使用している機器やシ
ステムを適切に保つため、機器の入れ替
え等を行います。

　

長
峰
の
総
合
体
育
館
正
面
入
口
脇

の
返
却
用
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
の
設
置
期

間
を
延
長
い
た
し
ま
す
。

　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で
、
国
の

２４

３１

緊
急
雇
用
対
策
を
活
用
し
て
、
引
き

続
き
試
行
に
よ
り
設
置
し
ま
す
。

　

な
お
、
総
合
体
育
館
の
休
館
時
で

も
資
料
の
返
却
は
で
き
ま
す
が
、
返

却
日
時
に
よ
り
、
新
た
な
貸
出
の
対

応
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

す
ぐ
に
お
借
り
に
な
り
た
い
時
は
、

直
接
図
書
館
へ
の
ご
返
却
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
へ
は
、
Ｃ

Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
な
ど
、
視
聴

覚
資
料
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

△

問
合
せ　

第
一
図
書
館

平平
成成

年年
３３
月月

日日
まま
でで

2244

3311

試試
行行
設設
置置
をを
延延
長長
しし
まま
すす

総総
合合
体体
育育
館館
ブブ
ッッ
クク
ポポ
スス
トト

※
な
お
、
４
月
は
中
止
し
ま
す
。




